
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旅の服装と餞別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『東海道名所図会』
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飯田家の旅日記 

江戸時代の旅の服装としては、左図のような服装が一般的で

すが、この旅日記では、次のような身じたくをこしらえて京都

に送り、京都で着替えたとあります。 

白い負ツル（笈摺。袖の無い白衣）・白い長ジバン・白い股引
も も ひ き

・

白いヅダ袋（頭陀袋）・白い笠当（かぶり笠の内側の、頭に当

たる所につける小さい布団のようなもの） 

巡礼用の服装と、それ以外の旅の服装とは区別されていたよ

うです。 

また、餞別についても誰に何をもらったかを具体的に記録し

ており、餞別をもらった人には土産を買うことも忘れませんで

した。 

   。 

 息子が残した父の日記 

この旅日記の包紙には、この日記を読んだ著

者の息子の思いが書きとめられています。 

これによれば、彼は 1898年（明治 31）ころ、

たまたま本箱を掃除していてこの道中記を見

つけたそうです。 

父や母からよく旅の苦労話を聞かされてい

た彼は、そうした父母の話と日記の記述とを照

らし合わせて当時のようすを思い起こし、父の

「千辛万苦之記念物」（包紙の表書き）として

後世に伝えることにしたと記しています。 
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